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ミヒャエル・キューネン（Michael Kühnen 

  

第二の革命 

第一巻：信仰と闘争 
  

第9部 
  
  

この多数のNSDAP/AO細胞から、すでに述べたように、NSDAP/AOのSA

が、細胞分裂と並行して、第2の組織として出現したのである。過去の経

験（国家社会主義人民国家に対する反動の勝利）は、今日、SAの指導者

が党のゴーベ代表でもあるという事実を招いた。これは、今日、SAが基

本的に党を指揮していることを意味する。このことは、不定期に特別号を

発行する中央機関紙として地下に現れる『フェルキッシャー・ベオバハ

ター』が、SAスタッフ指導部によって発行され、『NS-Kampfruf』と違っ

て党指導部によってではないことにも象徴的に示されています。 
    

SAのように、ドイツ国内の指導者によって指揮される、緊密で徹底的に

組織化された抵抗運動を作ることは、党首の発言からも明らかなように、

大きなリスクを伴います。しかし、いわばセーフティネットとして、SA

外の試行錯誤された細胞原理を維持するのであれば、それは必然的な前進
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である。何度も何度もSAの部隊は解体され、NSDAP/AOの細胞から新た

に形成されなければならないからである。1977年から78年にかけて、この

戦略の正しさが証明され、SA参謀長「アルミン」がその責任を負ってい

た。NSDAP/AOとそのSAは、今やこの国の政治的要因である。未来の幹

部が作られ、若い世代の自由運動である新しい国家社会主義ドイツ労働者

党は、もはや無視することはできない。  

    

全体として、NSDAP/AOのさらなる展開は以下の通りである： 
  

NSDAPの再形成を求め、絶対安全な本部を設立すること。この課題は遂

行された。 
  

前線にいる党員同志に、宣伝材料が安全かつ目立たずに流れる通信路を作

ること。- この課題は達成された。 
  

ドイツ全土に独立した細胞を形成し、NSのプロパガンダキャンペーンを

実施すること。- この任務は遂行された。 
  

シンパの環境を作り、運動の思想的統一を確保するために、党の同志の輪

を越えて、新聞を普及させること。ここで多くのことが起こり、NS-

Kamprufは素晴らしい先駆的な仕事をした。とはいえ、国家社会主義者の

報道は、質と部数において、まだかなり改善されなければならない。 
  

地下で最も活発に活動しているナチス戦士を、統一された指導の下、あら

ゆる安全規制を遵守した精鋭部隊に結集させること。この課題は精力的に

取り組まれ、その成果は間もなく民主主義者たちに実感されることにな

る。ここまでのNSDAP/AOの発展はわずか7年で進み、その成功はその戦

略の正しさを証明している。読者には、次のステップの詳細が意図的に曖

昧にされていることを理解していただかなければならない：  

    

なぜなら、運動は常に国家の抑圧的な措置に柔軟に対応し、さらに安全保

障上の利益が優先されるからである。 
  

SAと独立細胞による、常に新しい、地域的な、そして後には全国的な、
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帝国全体の協調的な宣伝攻勢によって、ドイツは美しい「卍の庭」（党首

ラオックの言葉）に生まれ変わらなければならない。ドイツ国民は、ドイ

ツ再生の象徴である鉤十字が常に目の前にあることに再び慣れなければな

らない。多くのステッカーやポスターが貼られ、反対派は、翌朝にはまた

そこにあるのだから、それを取り壊すことは無意味だと考える。 
  

党とSAは、その隊列から法的な団体を形成し、壮大な公的行動を通じて

NSDAP/AOの活動を支援したり、すでに存在する団体を引き継いだりしま

す。この法的活動の目的は、ナチス禁止令の問題を何度も何度も公開討論

に持ち込むことでなければならない。共産主義者が

「Berufsverbotsdiskussion」で行ったことを、私たちは実現しなければな

らない： 
  

NSDAPとその禁止令について何らかの話をしない日はなく、1週間もない

でしょう！ 
  

NSDAP/AOは、CDUとFDP、緑の党と抗議団体、友愛会と労働組合、

BGS、警察と連邦軍に細胞を形成し、SPD、共産党と国家保安部に観察者

と「スリーパー」を送り込んでいる。 
  

これらの活動をまとめて、もはや緘口令を敷くことはできず、特にユダヤ

人の間で、そして海外で大きな波紋を呼んでいる。彼らは体制に圧力をか

けて、-ネオナチのスプークに終止符を打たせている。一握りの変人に過

ぎないという政府の保証は、もはや誰も納得させることはできない。 
  

国家権力によるNSDAP/AOの鎮圧の試みは、何度も失敗する。損失は常に

補填され、活動は活発化する。NSDAP/AOをつぶすことはできない。政府

がNS禁止令を解除するか、当時のKPD禁止令のように緩和するか、ある

いは占領政権の崩壊が可能になるまで、プロパガンダは絶えず強化され

る。 
  

しかし、なぜ今日の国家社会主義者は、NSDAPを再び公言し、鉤十字を

掲げ、古い名前と制服を使うのでしょうか。形式ではなく、内容を保存す

る方が簡単で危険もないのでは？ZEITが書いているように、この晩年の党
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員たちは、単なる若者の制服フェチ、変人、サイコパス（ヒトラーのハー

レクイン）ではないのだろうか？形式ではなく国家社会主義的な内容を伝

える政治活動は、確かにNSDAP/AOに協力するよりも簡単で危険も少な

い。しかし、それはまた、国家社会主義思想の特殊性を完全に誤解してい

ることを示している：  
    

マルクス主義とは対照的に、NSは厳格な教義を持たず、単なる世界観で

あり、イデオロギーではありません。 
    

国家社会主義が必要とするのは、いくつかのイデオロギー的な礎石、すな

わち、フォルクスゲマインシャフト、コーポラティヴィズム、大ドイツ、

人種的統一へのコミットメントのみである。これらの限界の範囲内では、

それは、さまざまな流れ、プログラムポイントの意味と順位に関するさま

ざまな見解、そしてゴールへの道のりの厳格な定義がない、真の民衆運動

である。政治運動としての国家社会主義は、2つの「外部性」によっての

み、その重要性を獲得する：  
    

アドルフ・ヒトラーへのコミットメントと、総統原理が保証する国家社会

主義ドイツ労働者党の規律と団結力です！ 

    

NSDAPは、ある期間、すべての民族的潮流を統合し、ドイツ民族の卓越

した生命表現であったが、この強固な結合がなければ、再び無数の繊維に

分裂しなければならなかった。この2つの「外部性」の知識は、国家社会

主義大衆運動の突然の終焉を説明するものである。文字通り最後の日ま

で、党は結束し、その組織は機能していた。アドルフ・ヒトラーの死と

NSDAPの解散によってのみ、勝者を混乱させるような奇妙な事態が起

こった。     
    

国家社会主義は、国家社会主義に反対する大衆運動になっていたようで

す。これは教訓になるに違いない。 
    

国家社会主義は、組織的な前提条件が再び整ったときに初めて、実践的な

政治運動としてその特徴的なダイナミズムを再び発揮し、分裂した民族

的・民族的反対派のための燃えるガラスとして機能することができるだろ

う。つまり、指導者アドルフ・ヒトラーに対する万人が共有する崇拝と、
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新NSDAPの枠内での厳格な党規という、統一的な絆が再び存在しなけれ

ばならないのである。それ以外のことは、勝利のための革命的作業の代わ

りに、見せかけの解決策、宗派的なうわべだけの話である！人民社会主

義、新社会主義、ドイツ社会主義、国家革命思想、新右翼のいずれを語る

にせよ、分断を終わらせる方法は、究極的には一つしかない：  
    

総統の党、NSDAPに忠誠を誓う！ 

    

形ではなく内容を保存する」という戦略に、純粋な幻想や臆病ささえ見て

取れる理由はほかにもある。鉤十字と総統のイメージは、ドイツではいま

だに遍在している。敵からこれほどの憎悪とよだれを喚起できるシンボル

はないが、これほどの愛と崇敬を抱かせるシンボルもない。いずれにせ

よ、鉤十字は誰も無関心ではいられず、この事実だけでも強力なプロパガ

ンダとなる。この体制は、赤色爆弾よりも卍を恐れている。我々はこれを

利用しなければならない。われわれ国家社会主義者は、大衆の目に、われ

われの運動と古い卍のシンボルを、この体制に対する最も過激で冷酷な反

対運動と同一視させることに成功しなければならない。特に、過去には赤

軍に行き着いたかもしれない若者の流入は、我々がすでにある程度これに

成功していることを示すものである。 
    

私たち国家社会主義者は、この制度とは何も、絶対に何も関係ありませ

ん。我々はこのシステムを憎み、国家社会主義者の人民国家の廃墟の上で

しか考えられなかった民主主義を憎むのである。この妥協のない態度と鉤

十字のタブーとの関連は、国民が民主主義に絶望し、根本的な代替案を求

める瞬間に、システムを爆発させるだろう。今日のボン占領国家には、ワ

イマール時代よりも民主主義者の数が少ない。民主主義を維持できるのは

繁栄だけだが、まさにこの繁栄こそ、体制が長く確保することができない

ものである。無駄のない時代が到来し、それとともに、ドイツの自由運動

にとって新たな機会が到来したのである。国家安全保障局が「ネオナチの

大火」と呼ぶ危険への道を開くのは、国家社会主義ドイツ労働者党の政治

舞台への復帰だけである。  

    

NSDAP/AOが存在するからこそ、NS禁止令の解除を求める我々の要求が
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意味を持ち、論理的になるのです。法的闘争と地下活動の相互作用だけ

が、たとえ組織的共謀がなくても、ドイツの自由運動に新しい出発のチャ

ンスを与える。この章はまた、不可能を可能にし、新NSDAPの活動を形

成した2人の人物への感謝なしに終わるべきではありません： 
  

 党の同志ゲルハルト・ラウクは、NSDAPの外交・開発組織の創設者であ

り党首であったが、それなしには、今日のドイツに深刻な「ネオナチズ

ム」は存在しないであろうという発展を引き起こしたのである。彼は、多

数の小さなナチスの戦闘グループから統一された運動を作り出したのであ

る。その際、彼は、アメリカ系ドイツ人である自分自身の絶対的なリー

ダーシップの主張を厳しく拒否し、その結果、自分の野心に目がくらんで

いない善意のすべての党員同志が、彼を党首として承認することを可能に

した。 

  

 NSDAP/AOのSAの参謀長であった党の同志「アルミン」は、運動の最高

の戦闘集団とともに、わずか3年で新SAを築き上げた。アルミン」という

コードネームの男は、たゆまぬ努力によって、運動におけるブルジョア思

想の残滓を根絶し、SAの革命的伝統との結びつきを成功させた。若い闘

士たちが繰り返し要求していたエムスト・レームの社会復帰を正式に実現

させたのも彼である。そして、SAが党を支配することで、いつの日か第

二革命、反動との決別が可能になることを最初から保証したのも彼であっ

た。 

  

あなたはドイツ民族の解放のために卓越した奉仕をした！ 

  

ミュンヘンでは多くの人が倒れています。 
ミュンヘンにはたくさんありました。  

フェルドヘルンハレ前に集合した  

ドイツの英雄に致命的なリードを  

彼らはドイツの覚醒のために戦った  

ヒトラーの使命を信じること！  

死を蔑ろにして行進した  

反応の火の中に！  

ミュンヘンでは多くの人が倒れている  
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名誉のために、自由のために、パンのために！ 
フェルドヘルンハレ前に集合した  

16人を殉教させた！  

11月9日に亡くなった方ですね。  

お前は死んだ、俺たちは誓う！  

何千人もの戦闘員がまだ生きている  

第三、大ドイツ帝国のために！ 
 
 

自由資本主義に対抗する 
  

自由資本主義は、西側先進国の国家、政府、経済の支配的な形態であ

る。その支持者は、18世紀と19世紀の中途半端なアイデアの寄せ集め

のことを民主主義と呼んでいる。なぜなら、自由資本主義の民主主義

システムは、人民の支配とは何の関係もないからである。自由資本主

義は、民主主義者にとって神聖な、二つの鉄の柱の上に成り立ってい

る：  
    

偽善と唯物論。 

    

民主党が「すべての国家権力は国民から生まれる」と言うのは偽善で

ある。  
    

実際には、国民が反乱を起こすことよりも、何も恐れていないのであ

る。西ドイツ占領共和国は、その好例である。西側同盟国の命令と好

意にその存在を負っている。彼らは今日でさえ、主権者である国民よ

りも、彼らに依存する政府に対して大きな影響力をもっている。政党

助成金に関する法律、ラジオやテレビの放送時間の不公平な配分、体

制に批判的な小グループの沈黙、せいぜい嘲笑されるか犯罪者にさえ

される、5％の禁止条項、政党、組織、イベントの禁止、直接民主主義

のすべての要素（国家元首の選挙、国民投票、参審）の排除によっ

て、民主主義者は、議会で自分たちを独占するための完璧な手段を作

り、国民に民主主義の舞台を見せることができるようにしました。 
    



8 

民主党が、この状態では野党が自由に発展することが許され、妨げら

れることはないと言うのは偽善である。  

    

現実には、西ドイツにはSPD-CDU-CSU-FDPというたった一つの「民主

的」な国家政党があり、マスメディアの支配、国民の政治への無関

心、強制的な法的措置のおかげで、定期的に90％以上の票を獲得して

います。この「民主的」な国家政党は、その組織の一部で「野党」と

いうお笑いを演じることで、意図的に国民を惑わせる。実際には、政

府と野党は本質的な問題で完全に一致している。彼らはFDGO（自由民

主主義基本秩序）のために男らしく立ち上がっているが、おそらくそ

れが実際に何であるかは彼らだけが知っている：  
    

彼らは東西の戦勝国の支配とドイツの分裂に折り合いをつけ、政府に

対する利益団体の圧力を受け入れ、副業やポストを友好的に奪い合

い、そして何よりも自分たちだけのものにしたいのです。 
    

このようなゲームにひたすら付き合う「国家支援型」の反対派は、も

ちろん容認されるだけでなく、甘やかされて育つことさえある。それ

に対する真の反対運動は行われることが許されない。体制批判者に対

し、「戦闘的民主主義」は嫌がらせ、家宅捜索、脅迫、そして必要な

ら逮捕で自らを守る。しかし、かつてのSRPやNPDのように、実際に

反対運動が強くなれば、禁止令やマスメディアでのアジテーションを

辞さない。 
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